
　　　　　　濃縮度試験報告書
　　　　　（K－647に蹴る鰍鰭その1，

t試料名“』トリク・哩2一ピス体ク。ロフエニル）

　　　　　　　　エタン　（試料竃K－647）
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2・　試験期間

溶解性　対水一1p帥以下

　　　　対夏『ヘキ”一t…ppm以上

　　　　対DMF－5％以上

繍55年9月5・日～繍56年1月5。日
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試験方法及ぴ条件

灘：ll一一一一一
　丁』L　m試験

（a）試験魚

　　ヒメダカ　平均体重巳168　塩化第二水銀検定合楢魚．

　・田端健二：用水と廃水，超，1297～1505（1972》

（b）　溶解法（分散剤及び分散法）

　　分散剤

　　　N，N一ジメチルホルムアミド　（DMF）

　　　硬化ヒマシ油（HCO－20）

　　蔭解法（分散法）

　　　供試物質100mgを、N，N一ジメチルホルムアミド2鷹4，硬

　　　化ヒマシ油（HC　O－20）29に溶解後、徐々に脱塩水を

　　　添加して14に定容し、100ppm（W／▼）の分散液とし

　　　た。

（c）　試験温度

　　　25土1℃

④　試験結果

　　　48時間TLm値　：騒5gpb（w／v）
　　　　　　　　　　　　　　　　（図一5参照）



ム2　横縞慶試験

こ21　試験条件

　（の　水系環境調節装謄　　流水式

　　　　試験水槽　　 ガラス製　　容　量　　垂004．

　　　　　　　　　　　　　　　　流zk量　　～1584／日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原液　：希釈水＝44／分：800認／分

　　　・ム1｛b）で調製した分散薮を希釈して原液とした

　　　　　　第1区用原板　200ppb｛》▼）

　　　　　　第2区用原液　　20ppb（r／▼）

　（b｝試験魚

　　　　　コイ　平均体重2Z6g
　　　　　　　　　平均体長1α5儒
　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　平均脂質含蹟　　5．0幻

　　◎E・G・B　ligh，WJ・Dyer，C級・」・B　iocho皿・Phy8io1・，

　　　　互7，9”（1959）

　（の　外部消毒及び順化

　　（4）外部消毒

　　　　　止水状態で10pp皿塩酸クロロテトラサイクリン水溶

　　　　　液で24時間薬浴を行った

　　（2）順　化

　　　　　25℃X14日間

　（d）　浴解法（分散剤及び分散法）

　　　　ム1〔b）に1司じ



マ
・
屯
一
．
一

（e）　試験温度

　　　25±1℃

（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一25及び26』参照

曾）水槽’濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる礎置は、’約5ppb（図一4参鮒で

　　　ある。水分析時の前処理操作にかいて100倍凝縮して回

　　　卿が94％で励・水繊度の低下を20％と見込み、

　　　第2雌区の水徽度をα1ppbと設定した。翻簸

　　　区は第2濃度区の10倍に設定したφ

　　《計算式）　弟2濃度区の水槽濃度は

　　　94　80≒α1・ppbになる
100×一一一一X一＿＿
　　　100　　100

　　　　5

設定樋

供試物質
D　班　　F

分　　散　　剤

@　HCO－20
第1濃度区 1．00 20 20

第2濃度区 巳100 2 2

（単位ppb　r／v）



実測僅

　表一1

1　　W 2　　W 4　　W 6　　W 8　　W 10　W
第1濃度区 α66 0．64 α66 α65 α68 α70

第2硬度区 α067 α067 α068 α067 α070 巳076

濃編倍率を求めるための平均硬度

　　　　　　　　　　　　（・単位ppbΨ／▼》
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分析条件

使用分析機器及び条件

装　置　ガスク・マトグラフ型一騨GC砿
　カ　　ラ　ム　　　5％OV－17／クロモソルブW▲W　DMCS

　　　　　　　　　　　　　　　　　（80～100メッシ乱）

　　　　　　　　2購X5鰯φガラス製

　温　　　　度　　　245℃

　キャリアガス　　　窒素　　50諺／m　i　a

　検　出　器　　ECD　（◎Ni》

（b）標準溶液の調製法

　　　供試物質100mgを離し、n一ヘキサン（幽農薬分

　　　翻）に溶解後・1・0蝋定容して～000PP皿（》v》

　　　標準溶液とした。使用するに当っては、この標準溶液を

　　　適宜希釈したo



（C）　分析試料の曲処理

　（1）魚　体

　　　　　　　　瞳1

　　　　　　　　　　　　・体重，体長測定

　　　　　　　　　　　　・細片化

　　　　　　　　　　　　←海砂　約109
　　　　　　　　　　　　・粉砕

　　　　　　　　　　　　←無水i隙ナトリウム約100g

　　　　　　　　　　　　・脱水

　　　　　　　　　　　　←塾一ヘキサン　150認
　　　　　　　　　　　　。蛋とう

　　　　　　　　　　　　・ろ過

　　　　　r竺膚　　璃　　渣

　　　　　　　　　　　　　　　　←画一ヘキサン　100認

　　　　　　　　　　　　　　　　・振とう

　　　　　　　　　　　　　　　　・ろ潰

　　　　　　　　　　　　　　　　・洗浄（聴一～けン50認）

　　　　　　　　　蝕一＾キサン眉　　　残　　　渣

　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　・カラムクロマトグラフ法　（：全』ヒ負1荷》

　　　　　溶出面分1

　　　　　　　　・定容　100認　（轟一ヘキサン）
　　　　　　　　・希釈

　　　　！G　C試料灘
　　　　　　　『一一＿

潔
、
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　　・カラムクロマトグラフの条件

　　　　クロマト管　　 20罵φ　ガラス製

　　　　充てん剤　5胎水シリカゲル1・9（続篠製）

　　　　　　　　　　　（並幅ヘキサンで充てん）

　　　分画法：第栖分’トヘキサン　100瑠

　　　　供試物質は第1画分に溶出する

（2，試験水

　　　　　　　試　験　水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　薦1濃度区弟2濃度区
　　　　　　　　　　．採水　　　　　　　　1004　1，000甥
　　　　　　　　　　←n『』ヘキサン　　　　　50認　　100瑠
　　　　　　　　　　・振とう

夏型ン璽　　水　劃
　　　　　　　　　　　　　　←nーヘキサン50認　　100彫
　　　　　　　　　　　　　　・撮とう

　　　　　　　　　2

　　　　　　　聰噸劃　　水　　層

　　　　　　　・ろ過
　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　，カラムクロマト」グラフ法O．

　　　溶出画釦
　　　　　　・濃縮乾固
　　　　　　●定容m認（n一ヘキサン）

　　瞳璽
髄魚体分析と同様の方法による
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乱　試験結果

4．1　供試魚の状態

　　　外観観察結果　正常

4．2　設縮度試験の結果

　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

1　　W 2　　W 4　　W 6　　W 8　　W 10　W

第1濃度区
5100
T510
”200
W620
15700
P7000
17600
Q0000
24200
Q1200
45500
Q4400

第2濃度区
6080
U580
9550
P1000
19800
Q0600
21900
Q5200
25ZOO
鰍b№盾

25900
Q5000

な覇試験結：果の表示について濃縮倍率と定量棺慶の憐係は次の通9である。

精度よく定量

できる範囲

参考憾の礪囲

物雌
囲
模
範

魚体中鞭（PPb）

20以上

20～20

zo以下

濃　縮　倍　率

第1区　29　以上

第2区265　以上

第1区　 2．9～　29

第2区26～265

第1区　　2．9以下

第2区　26　以下

計算方法【ppb》

　C　　　D

－X100　E×F
　　A

B
C　　　D
一一w100　E×F
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E
F

鞭よく魁できる簸一5ppb悩一4参卿
検出鵬の繭8／N－2）：こ5ppb（図一4鎌）

回収峯：82．8駕
魚　体　重　：　50　g

最終液量：100謡
分　取　比　　：　　1

5　考　　　察

　　　鍬徽姉て鰭中から検出さ撮DDEは、徽鵡
　　　軟のDDTからDD恥の顛薦められなかったこと

　　　より・鰭陳翻し加D物脱塩儲素反駄よる代
　　謝産物と考えられる。

　　DD蹴DD旅織して灘醸縄樋て遅瞳と、
　　燗分徽対して蹴齢あることが礪されて助、壌

　　境中でのDD物鞭を考射る上で、織できない瓠
　　である。

　　そこで・本瀬に繍て検雌嘩DD蹴をDDT散
　　類し・魚体靴期して扁DDTとの総和を隙鰍

　　鋪された全DDT慨して鱒解を期すると嫉の
　　ように左，る。
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表＿2’DDTの濃縮倍率悩一2舖）
　　　　（魚体内で生成したD　D　B量を含む）

1　し
1

魚　体 中　澱　度　（P
）

全脳試副D，
・D　T D　D　一合 計値

1W＆
@　　b

ム57
�64

α6．46（“720》

ｿ551α592
柔09
ﾖ25

4200
@400

鯖 2W＆ ス14
L52

1．94《216）
狽P5　　1．28

950
�8σ

1へ500
P　600

1
養

4W　a
@　　b

10．4

P12
砿5（697．》
�25　　6，？7

遺λ4

P＆2．．

26レ500

Qλ600

度
6W　g
@　　b

1t4
P義0

・巳7－0、（970）

AOl、7　1tg）

2“『・一

Q4．9・一

52，500

Tα400

区 8W＆
@　　b

16L7

P4．4

仏2（14．7）
PZO　1皇0）

51．4

Tム4’

46レ100

S幻00

10W魯
@　　b

皇46
Pz1

1曾0（21，2）

P96　　2t9

507
T乳0

4義800
T1，100

1W亀
@　　b

α407
z428

α104《α”6》

l066（α074

a525
O，502

兀790
y460

鏑
2

2W　a
@　　b

α627
ｿ759
m56（α174）
ｿ155　0』75

α80↑
ｿ9．．2

12，000

P義600

澱 4Wε
@　　b

t54
P．40

α5％（α661》
ｿ581（巳425》

2．0．0

P．85

2驚500
Q6レ800

度 6W＆
@　　b

t47
P．55

砿850（α948）

g971　1．08

Z4’2

Q65
54100
T驚500

区
8W8
@　　b

1．76ト

狽W2
t66（t851
狽T8　　t76

ム6t
�58

51，800
T1，000

10W轟
@　　b

tg7．
狽V5

tgO（2．12．）

Q02（2．25）

4．09

S．00

5義800
T2，500

㈹　　（ ）内の数値はDDT換算量を示す・

▽
，



6　備 考

41　魚体部位別試験

　　　　10週蘭目の試験魚を2尾づっ、腰部、外皮（頭部を除く

　　　皮・うろこ、ひれ、消化管、えら）内臓《消化管以外の臓

　　　器）、可食部（上記の部分を除いた残部）に大別し、各重

　　　量を醐，た後、DDT及びDDEの分析を行った。分析法

　　　は本試験の分析法権準ずる。

　　　表一5部位溺試験結果（DDT）

供試物質獲麟町m》 供試物質重量比⑤O 部位別瞳糞比。り

可食部
ZO’5

X24（8、15）
28．7

QZ4（2＆1）
5α2．

SZO（4a6）

頭　部
2Z1
T邸（5α2》

5五〇

T4．7（5こ9）

24．1

Q丘1《251》

第
－
濃
度
区

外　皮
924
Pα5　（黛77）

“．8

P2・5（1Z1）
1ξ8

P90《1ズ4）

内　臓
ao5
h．5　（％8）

丘52．

U62（改07）
曾97

y91（ag4）

可一食部
0，917

ｿ昼9与（巳906）
2λ8

Q＆4（2す1）

楠－｛一＿　　　　　　　一｝　　　一　　一

SZ9
Tα2（4免1）

踏
2
　
濃
　
度
区

頭　部
ム09

ｱ45　に28）
54．4

T義8（5嬬η
2Z7
Q“（2丘2）

外　皮 α955
P・14　（1．05）

”．4

P4・5（楓0）
1a8
Qα0（1臭4）

内　臓
1．78

ｱ998（1．59）
452
ﾜ55（（4．85）

561

T26（駄44）

（　）内の数字は平均値を表わすo



表．一4　部位別試験結果（DDE）

供試物質識度（ppn》 供試物質盒肚比oo 部位励蟷激化po

可変部
1to
ｧ2（1義6）

295
Q8ゐ　（2＆8）

502
SZO（4＆6）

頭　部
40．5

T5．2（4Z9）

52．1

T義5（52．7》
24」
Qω　（25．1）

第
－
　
濃
度
区

外　皮
14』

Pス6（伍8）

“．7

P2．4（12』》

158
Qα0いZ9》

内　麟
1ム1

Q巳4（仏8）
丘94

ﾃ98《ム46）
黛97

y91（＆94）

可変部
1．55

狽T9（t57）

　　一Qa1
Qa6（2a4）

　　　　　　　一“，一・
SZ9
Tα2・（4又1）

第
2
　
濃
度
区

蝋　部
生45
z25、（485）

5こ5
T2．5（5ム0）

2Z7
Qへ6（26」2）

外　皮
t41
P．84（1．65）

11．6

P＆1（1ム4）

1a8
Q巳0（1黛4》

内　臓
2．79

狽V8．（229）

ご」81

�85　（邸5．）

＆61

ﾃ26（与44）

（ 》内の紋字は平均値を表わす。

▽



ム2　排泄性試験

　　　8週間の試願終了瑛、正常水（供試物質及び分散剤を含ま

　　　ない水）による排泄性試験を行った。（試験水槽1004、

　　　流水黄800鷹¢／min）

　　　8週筒目の試練魚中の供試物質濃度の平均（2尾）を100

　　　として・5・8・14・28日目の試験魚中のDDT及び

　　　D　D　Eの残留準を示した。

　　　　表一5残留率御9（DDT）

5　　日　　目 8　　日　　目 14　日　　目 28　日　　日

露1濃度区

謔Q濃度区

9α6
WZ8（892）

X秘1

T29《740）

56．0

S2．5（492）

V皇8

T56（6Z7）

461
T5．5（5巳7）

S黛1

刀i2臭4）

16．6

S兜2（529）

S＆0

Tag（495）

表一6残留峯0ゆ（DDE）
5　　日　　目 8　　日　　目 14　日　　目 28　日　　日

射’1濃度区 94．0

W五4（8a7）
”5
P05（110）

125
P19（122）

54占

P01（7Z8）

第2濃度区 95．8

P09（101）
105
P02（105）

118
P57（158）

151
P56（154）

以　上
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